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情報システム技術委員会組織（2005年4月改組）

情報社会デザイン小委員会
都市・地域計画情報ＷＧ
環境情報デザインＷＧ
トランスネットワークシティＷＧ
ファシリティの在り方ＷＧ

建築情報教育小委員会
教育現場調査ＷＧ
ｅラーニング研究ＷＧ

設計・生産の情報化小委員会
設計・生産の情報化実態調査ＷＧ
設計・生産の先端利用技術調査ＷＧ
先端技術の普及問題検討ＷＧ
データ流通ガイドライン改定ＷＧ

性能モニタリング小委員会

情報連携技術小委員会
分類体系・用語ＷＧ
建築データモデルＷＧ
図面情報ＷＧ

ソフトコンピューティング研究小委員会
ソフトコンピューティング実例調査研究ＷＧ

複雑系科学応用小委員会

感性工学システム研究小委員会
感性と都市・景観評価ＷＧ（2006.4～）
感性とデザイン手法ＷＧ（2006.4～）

デザイン科学小委員会

情報システム技術本委員会
情報システムシンポジウムＷＧ ホームページＷＧ
情報システムシンポジウム論文ＷＧ 大会研究協議会準備ＷＧ



情報社会デザイン小委員会

目的： 情報社会の生活や環境デザインの方法，それらを支える空間情報の利活用とマネージ
メントの技術などを切り口として，「情報社会」と「デザイン」の関係について考える。

活動計画：本小委員会には，トランスネットワークWG，環境情報デザインWG，都市・地域計画
情報WG，ファシリティのあり方WGの4つのWGを設置し，WG単位の活動を中心に据える。

2005年度
小委員会を年3回開催し，各WGの情報交換による相乗効果を生み出す場とする。WGは情報
シンポジウムにおいて活動報告を行う。

2006年度
小委員会を年5回程度開催し，各WGの情報交換による相乗効果を生み出す場とする。特に，
活動2年目を迎える2006年度は，各WGの中間成果を踏まえ，発表と議論の場を積極的に設け，
必要に応じ相互の連携も強化する。また，外部にも開いた情報提供・交換の場を設ける。

2007年度
前半2年間の活動を踏まえWGの編成を見直した上で後半の活動を展開する。
大会研究集会を企画・実施する。

2008年度
活動成果をとりまとめる。



建築情報教育小委員会
目的： 建築教育とＩＴの関わりについて、委員相互で有益な情報交換を行い、建築教育にけ
るそれらの位置付けや意義を明確にし、得られた知見を対外的に公開することを目指す

2005年度活動計画
年３回程度の小委員会開催

先端的教育事例および技術事例の収集・調査
建築教育の情報化に関するアンケート調査

建築情報教育関連のＰＤを開催
2006年度活動計画
年３回程度の小委員会開催

先端的教育事例および技術事例の収集・調査
建築情報教育関連のＰＤを開催

2007年度活動計画
年３回程度の小委員会開催（5月、大会時、３月を予定）
先端的教育事例および技術事例の収集・調査
産業界の建築情報教育に対するニーズ調査
建築情報教育に関する研究集会開催（12月）

2008年度活動計画
年３回程度の小委員会開催（5月、大会時、３月を予定）
教育モデルとしての情報技術援用教育手法の体系化
情報教育ポータルサイトの構築
建築情報教育に関する研究集会開催（12月）



設計・生産の情報化小委員会

・オブジェクト指向型3D-CADによる設
計・生産のプロセス変化を考える

・プロセス変化をもたらす先端利用技術・
動向の調査、利用への可能性、問題点

・他産業を含めた各業界の動向を知り、
建設界の方向を見極め提案・提言する



性能モニタリング小委員会

目的： 建築物の生産性の合理化・効率化やエンドユー
ザーの顧客満足度向上を目指し，ライフサイクルの各段
階で，性能モニタリングと情報管理システムに関する調
査・研究を行う。

2006年度の活動計画：
1)最新センシング技術に関する情報収集・研究報告の実施。
2)小委員会を４回開催予定。
3)小委員会メンバーの公募等の実施。
4)見学会の実施。



情報連携技術小委員会

目的： 情報標準関連の研究成果の建築生産実務への適用性の向上を旨とし
た調査研究、技術検討等を行い、他の関連組織との情報交換、学会内外への
成果の広報普及等の活動を通じて、真の情報共有・連携を実現するための技
術の発展、建築生産パラダイムの変革等に資することで、学会としての負託に
応える。

初年度：建築設計、生産の諸段階における情報連携の実態調査、建設CALS
／EC関連要素技術の検討、ISO、JACIC、C-CADEC、IAI、土木学会、ECOM
等の活動状況分析ならびに情報交換、研究協力

２年度：情報連携水準のレベルアップの可能性追及と、それに応じた前年度提
示課題等の検討継続

３年度：初年度提示課題の検討継続、建築生産情報統合ガイドブック第４版・
情報連携（仮）企画、執筆

４年度：初年度検討課題の検討継続、成果のとりまとめ、建築生産情報統合
ガイドブック第４版・情報連携（仮）編集、出版、建築学会大会研究協議会等開
催



ソフトコンピューティング研究小委員会
目的： コンピュータを応用した新しい計算パラダイムであるソフトコンピューティング（人工
知能，ファジィ理論，ニューラルネットワーク，遺伝的アルゴリズム，人工生命等）を調査・研
究し，その成果を会員や社会に還元する。
具体的には，ホームページの運営，ソフトコンピューティングに関する情報収集と研究報

告，年1回の情報・システム・利用・技術シンポジウムでの研究集会の実施，ソフトコン
ピューティングに関する書籍の刊行およびそれを利用した講習会またはシンポジウムを行
なう。

初年度（2005年度）：
①ホームページの開設 ②ソフトコンピューティングに関する情報収集・研究報告
③情報・システム・利用・技術シンポジウムで研究集会の実施
2年度（2006年度）：
①ホームページの管理 ②ソフトコンピューティングに関する情報収集・研究報告
③情報・システム・利用・技術シンポジウムで研究集会の実施 ④書籍刊行のための原稿
執筆開始（後半）
3年度（2007年度）：
①ホームページの管理 ②ソフトコンピューティングに関する情報収集・研究報告
③情報・システム・利用・技術シンポジウムで研究集会実施 ④書籍刊行のための原稿執
筆，脱稿
4年度（2008年度）：
①ホームページの管理 ②ソフトコンピューティングに関する情報収集・研究報告
③情報・システム・利用・技術シンポジウムで研究集会の実施
④書籍の刊行及び講習会あるいはシンポジウムの実施



複雑系科学応用小委員会
目的： 複雑系科学を建築・都市・社会の問題に具体的に適用して、これまで解明が困難
であった事象を研究し、それをベースとした建築・都市・社会を構築する設計システム及び
設計事例を研究する。

・2005年度
１．Algorithmic Design および Algorithmic Architecture の調査・事例収集開始
２．書籍「複雑系アルゴリズムの建築(都市、社会)<仮称>」出版企画開始
３．「アルゴリズミックデザイン特別研究委員会」設置申請
４．2006年度建築学会大会研究協議会(もしくはPD)応募
・2006年度

１．版企画書「複雑系アルゴリズムの建築(都市、社会)<仮称>」執筆
２．企画・出版WG、Algorithmic Design調査研究WG 設置申請
３．「アルゴリズミックデザイン特別研究委員会」再設置申請(前年度不採択のため)
４．第29回情報シンポ研究集会開催
・2007年度（注：以下の活動計画は、2006年度までの活動状況を踏まえて、修正した内容である。）

１．版企画書「複雑系アルゴリズムの建築(都市、社会)<仮称>」執筆
２．企画・出版WG、Algorithmic Design調査研究WG 設置申請
３．Algorithmic Design および Algorithmic Architecture の調査・事例収集継続
４．第30回情報シンポ研究集会開催
・2008年度

１．書籍「複雑系アルゴリズムの建築(都市、社会)<仮称>」のシンポジウム開催
２．展示会「複雑系アルゴリズムの建築(都市、社会)展<仮称>」開催
３．「複雑系アルゴリズムの建築・都市見学会<仮称>」実施
４．第31回情報シンポ研究集会開催
５．小委員会活動の総括する。



感性工学システム研究小委員会

目的：従来暗黙知であった感性を明示知に近づける
基礎的研究の構築を行うとともに、これらを人間の感
性を取り込んだ建築技術システムに発展させて行く。

2005年度 感性工学システムの概念に関する調査・研

究

2006年度 感性工学システムに関する事例を交えた

議論と研究集会の開催

2007年度 調査研究のまとめ

2008年度 調査研究成果を出版ないしセミナー資料と
して公表予定



デザイン科学小委員会

目的： 創造的活動である建築デザインを科学的に研
究する「デザイン科学」を建築研究の領域として定着
させる。

デザイン科学の目的と方法を概観する資料の作成
（初年度）
学会員（潜在的研究者）を対象とする研究集会の開
催（各年度）
初学者向け教科書または講習会資料の出版及び講
習会の実施（２～３年度）
国内外の研究者（他学会員）とのワークショップの開
催（４年度）
大学院生の研究的な交流の場の設置（各年度）。



１．本委員会ＷＧ関係
１．１ 情報システムシンポジウムＷＧ

情報システムシンポジウム論文ＷＧ

■第28回情報・システム･利用･技術シンポジウム（2005.12）

■第29回情報・システム･利用･技術シンポジウム（2006.12）

１．２ 大会研究協議会準備ＷＧ

■2005年度大会研究協議会（近畿）
■2006年度大会研究協議会（関東）

１．３ ホームページＷＧ
■ホームページの新装

２．小委員会関係
■シンポジウム、研究集会などの実施

活動内容概略



１．本委員会ＷＧ関係活動
（含：一部小委員会活動）





第28回情報･システム･利用･技術シンポジ
ウム （2005.12/8-12/9）

参加者数151名

『第28回情報･システム･利用･技術シンポジウム論文集』 （324頁）

1）論文／報告発表講演 発表者53名

2）基調講演「インターネット技術を用いたオープン環境情報共有システムの構築
Live E！：ディジタル百葉箱による自立的な気象データの共有と応用」

講師：江崎 浩氏、参加者数39名

3）小委員会企画研究集会

①生物的アプローチとソフトコンピューティング

講師：山村雅幸氏ほか2名、参加者数23名

②次世代を育てる建築教育と情報技術 教育界及び建設業界からの現状報告と問題

定義 講師：佐々木睦朗君ほか2名、参加者数39名

③設計・生産の情報利用は進化するか 3D-CAD利用における可能性について

講師：加賀有津子君ほか4名、参加者数50名



第29回情報･システム･利用･技術シンポ
ジウム （2006.12/7-12/8）

参加者数171名

『第29回情報・システム・利用・技術シンポジウム論文集』 (341頁)

1）論文／報告発表講演 発表者数 47名

2）基調講演「インターネットインフラの最新技術動向 SBC（Server Based Computingと

データ･ビッグバンの将来）」 講師：三田典玄氏、参加者数 43名

3）小委員会企画研究集会

①プロセス変化への対応／第11回建築CAD利用調査報告
講師：猪里孝司君ほか3名、参加者数 46名

②デザイン科学のフレームワーク
講師：渡辺 俊君ほか3名、参加者数 11名

③次世代を育てる建築教育と情報技術 その2 新しい空間を考える・新しいデザイン
教育の現場 講師：山下保博君ほか3名、参加者数 27名

④発注者ニーズに対応した情報連携技術
講師：加本 実氏ほか2名、参加者数 43名

⑤感性とデザイン
講師：伊東豊雄君ほか4名、参加者数 49名



情報シンポ研究集会の成果の一例

建築情報教育小委員会

「次世代を育てる建築教育と情報技術」
副題

・教育界及び建設業界からの現状報告と問題定義(2005)

・新しい空間を考える・新しいデザイン教育の現場(2006)



「「次世代を育てる建築教育と情報技術次世代を育てる建築教育と情報技術」」
研究集会から得られた知見 （1）

情報時代の建築実務について

ＩＴ指向の設計者にとって３次元ＣＡＤは不可欠な設計ツー
ルとなりつつある。

３次元オブジェクトＣＡＤで、寸法や素材情報を持つ様々な

オブジェクトを建物モデルの中に配置する手法はスケール
感覚や現実感を高める上で効果的である。

構造解析ソフトと３次元の形態生成ツールが連動すること
により、構造側から意匠提案する事例が増えてきている。

情報技術活用によって、意匠・計画、構造、設備という領域
相互のコラボレーション作業がより高度に、よりボーダーレ
スになりつつある。



「「次世代を育てる建築教育と情報技術次世代を育てる建築教育と情報技術」」
研究集会から得られた知見 （2）

情報時代の建築教育について

海外の建築教育では、設計から生産（プロトタイピング）に至る
プロセスが、情報技術活用によってよりシームレスになりつつ
ある。日本ではまだ少数。

デジタルツールの活用は人間の能力を拡張するかもしれない
が、その習得以前に専門領域の根本的なエッセンスを理解して
おく必要がある。教育ではツール利用の時期や段階に十分配
慮しなければならない。

効果的な建築情報教育の手法を互いに公開し、更により良い
ものにしていくために、ネットワークによる事例の情報共有が重
要である。





研究協議会「情報化による人々のふるまいの変化
アキバから宇宙建築まで 建築・都市の未来像を描き出す」

主題解説 （近畿、2005.9）

（１）情報化によるワークスタイルとオフィスの変化
・・・・・仲隆介（京都工芸繊維大学）

（２）秋葉原などを事例にした都市の変容
・・・・・森川嘉一郎（桑沢デザイン研究所）

（３）ケータイから見た人々のふるまいの変化
・・・・・岡田朋之（関西大学）

（４）ウェアラブル・ユビキタスコンピユーティングからみた
近未来の人々のふるまい ・・・・・塚本昌彦（神戸大学）

（５）宇宙建築から見た近未来の人々のふるまい
・・・・・野崎健次（清水建設）



資 料 構 成

主題解説資料（26頁、5件分）

寄稿集（72頁、18件分）

・情報システム技術委員会の視点（9小委員会）

・ケーススタディ（9件）

（98頁、170部作成、完売）



研究協議会「建築・都市の防災・減災を支える

情報システム技術」 主題解説 （関東、2006.9）

（１）防災まちづくりにおける防災性能評価と合意形成
・・・・・竹谷修一（国土技術政策総合研究所）

（２）リアルタイム地震防災の建築防災への活用
・・・・・竹内義高（大林組）

（３）防災・減災へのセンサー情報共有ネットワークの展開
・・・・・江崎 浩（東京大学）

（４）ITとRT(Robot Technology)による国際救助隊サンダー
バードの実現に向けて

・・・・・松野文俊（電気通信大学）



資 料 構 成

主題解説資料（29頁、4件分）

寄稿集（89頁、18件分）

(118頁、170部作成、完売)



ホームページの新装 （http://aij.cn.cst.nihon-u.ac.jp/）





新ホームページ
（http://aij.cn.cst.nihon-u.ac.jp/）

専門家でなくても、コンテンツのメンテナンスが容
易。
理由： Xoops (CMSの一つ。オープンソース)使用

CMS ： Ｃｏｎｔｅｎｔｓ Ｍａｎｅｇｅｍｅｎｔ Ｓｙｓｔｅｍ

本年度、通信審議規定を作成し、次年度から通信審議
にも活用の予定。

調査研究委員会の模範的なホームページ！
（他の委員会もこれに倣うならば、学会に専用サーバを用
意して戴ける。現在：日本大学のサーバを使用）



２．小委員会関係活動

■シンポジウムなどの実施





小委員会企画実施のシンポジウム

シンポジウム「Beyond The Internet Decade
建築・都市は情報社会の期待にこたえてきたか」

2005.6.20 13:00-17:00

場所：建築会館ホール
講師：仲 隆介君ほか7名

参加者数 67名

『同上』 （資料：40頁）





２学会共催ワークショップ

第26回ファジィワークショップ ～創造の語らい～

（2006.3/17-3/18、於筑波大学東京キャンパス）

・日本知能情報ファジィ学会・日本建築学会共催
・『第26回ファジィワークショップ講演論文集』

（約90頁、25編、2特別講演）

第28回ファジィワークショップ ～次世代の知的処理へ～

（2007.3/9-3/10、於首都大学東京）

・日本知能情報ファジィ学会・日本建築学会共催

・『第28回ファジィワークショップ講演論文集』

（約100頁、34編、2特別講演）



今後２年間の主要な活動（予定）

第30回、第31回情報・システム･利用･技術シンポジウ
ムの開催 （2007.12、 2008.12 ）

2007年度大会研究協議会、ＰＤの実施（九州）
（2007.8.30 午後と午前）

2008年度大会研究協議会（中国）

第30回、第32回ファジィワークショップを他学会と共催
（日本知能情報ファジィ学会と。 2008.3, 2009.3）

書籍刊行（2008年度）：
１．ソフトコンピューティング応用技術例（仮題）
２．複雑系アルゴリズムの建築と都市（仮題）
３．感性と建築・都市・環境・社会（仮題）
４．建築生産情報統合ガイドブック第４版・情報連携（仮題）



ご静聴ありがとうございました


